
　3月２４日、茨城県笠間市地域交流センターいわまにて第4回E-nnovation Fes.を開催し
ました。テーマは『みんなに「ありがとう」を伝えよう』でした。
　第一部のワークショップでは、中学生から企業の大人まで幅広い層の方たちに参加していた
だき、自分たちの視点を広げることのできた貴重な機会でした。
　第二部からは小学生も参加し、謎解きアドベンチャーを行いました。子ども達の楽しそうな
様子を見ることができ、スタッフたちも大満足でした。
　最後にスタッフたちから、日頃よりお世話になっている皆様への感謝を込めて、こっちのけ
んとさんの「それもいいね」のダンスパフォーマンスを行いました。また、子ども達一人ひと
りを心から肯定し、そのままの輝きを信じ、支え続けていく、子ども達を応援し、居場所の一
つになりたい、という思いも込めました。
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E-nnovationメンバー紹介



他にも個性豊かなメンバーが

たくさんいます！！



子どもたちのための教育とは何か。①

　私が考えるには、教育とは「点数を上げること」ではない。ましてや「正解を早く出す訓練」

でもない。教育とは、子ども一人ひとりの中にある“学び続ける力”を、環境ごと引き出す営み

である。

　学校現場で起きていることを思い返してほしい。正解を書いた瞬間に安心し、間違えた瞬間

に黙り込む空気。手を挙げた人だけが評価され、沈黙している子どもは見えなくなる授業。こ

うした構造の中で、「挑戦する力」が本当に育つだろうか。

　私はそうは思わない。

　子どもが本気で変わる瞬間は、正解したときではない。むしろ間違えたあとに、「もう一回や

ってみよう」と言える場に出会ったときだ。失敗しても関係性が壊れない経験、否定されずに

考えを言い直せる時間——その積み重ねの中でしか、学びは深まらない。

だから教育者に必要なのは、“教える技術”以上に、“場をつくる覚悟”である。子どもをコント

ロールするのではなく、子どもが自分で動き出す空気を設計すること。静かな子を無理に発言

させることではなく、その子が安心して思考できる余白を守ること。

　非認知能力とは、スローガンではない。粘り強さも、協働性も、自己調整力も、「うまくいか

ない経験の中で、それでも続けていい」と許された子どもだけが身につけられる力だ。

だからこそ私は問い直したい。

　いまの学校は、子どもたちに「正解に早く到達する力」ばかりを求めていないか。

　そして、「間違えながら進む力」を本気で守れているだろうか。

　教育とは、完成された人間をつくることではない。未完成な存在が、何度でもやり直しなが

ら前に進める“余白”を、社会の側が引き受けることだ。

　その余白を守る覚悟があるかどうか。それこそが、これからの教育のすべてを分ける。

私はそう考えている。
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佐々木　康喬　

　大学受験予備校にて校舎長、東京本部学務室長を歴任。全国の大学受験指導に携わり、高卒本科クラス担任時には

第一志望校合格率9割を達成。進路指導のプロとして多くの受験生を志望校合格へ導く。

　現在は茨城県ひたちなか市を拠点に、子どもたちの「学力」と「非認知能力」を育てる教育プログラムを開発。小

中高大と連携した探究学習支援や地域共創型キャリア教育に加え、不登校支援にも取り組み、学校と地域をつなぐ教

育活動を展開している。

　今回がE-nnovationの広報紙第一弾ということで、私自身、

一から広報紙を作ることは初めてで、わからないことばかりでしたが、

何とか形にすることができました。協力してくれた皆さん、ありがとうございました。

　そして、新年度が始まりました。今年度もE-nnovationをどうぞよろしくお願いいたします。

中島怜和

理事長コラム
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